
資料２ 

文化財保護推進員について 

 

１ 文化財保護推進員制度の目的 

各地域における文化財、文化財説明板等を巡回し、実態・破損などの状況を調

査し、現状を把握するとともに、巡回によって文化財を見まわる目があることを

周囲に認識させ、文化財、文化財説明板等の破損などを防ぐことを目的とする。 

 

２ 文化財保護推進員制度の沿革 

・昭和５８年、文化財パトロール員として発足 

・平成５年、文化財保護推進員と名称を変え、従来の文化財、説明板や標柱等の

破損状況等の調査に加え、地域の文化財の保護と活用に協力していく制度とし

てスタート 

・人数１２名 

※1「パトロール員制度」のときは、１２地区に分けて各地区２名で、２４名の方

に委嘱していたが、平成５年の「推進員制度」に改正の際に１３地区として、

各地区１名の１２名（湘南台・六会で１地区担当）の方に委嘱している。 
 

３ 文化財保護推進員の職務 

地域にある文化財及び文化財説明板等の巡回監視と、実態調査による現地状況

の報告。 

(1) 巡回調査の対象 

 ・ 指定文化財     140 件 

・ 文化財説明板  81 件 

・ 標柱    14 件 

・ ハイキングコース案内板 12 件 

・ 古今東西    4 件 

・ ふるさとまっぷ案内板  ８件 

・ ふるさとまっぷ説明板 15 件 

 

(2) 調査・報告方法 

  担当地区の文化財及び文化財説明板等の調査結果を、次のとおり所定の報告

書で提出する。 

① 説明板等設置状況調査報告書で、文化財説明板、標柱、ハイキングコース

案内板、古今東西、ふるさとまっぷ案内板・説明板の調査結果を報告す

る。 

② 文化財巡回調査報告書で、指定文化財の調査結果を報告 

③ 巡回は２ヶ月に１回程度、報告書の提出は上期９月末日・下期３月末日 

④ 台風通過後等の破損発見時など緊急の場合は随時報告する。 

以 上 



資料１② 

- 4 - 

２０２１年１２月 

橋の欄干に再設置 

４ 文化財説明板「馬喰橋（うまくらばし）」片瀬１丁目 境川東側 

２０２２年３月 

板面を一部補修 

05203
画像
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５ 文化財説明板「平氏満の墓」慈眼寺   ２０２２年３月修繕・ふりがな追加 

05203
画像
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６ 文化財ハイキングコース案内板「村岡南部コース」 川名御霊神社  ２０２２年３月修繕 

05203
画像



藤沢市文化財保護推進員設置要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、文化財の適正な保存と活用を図り、市民の文化的向上に

資するとともに、郷土文化の発展に貢献するため、文化財保護推進員（以下

「推進員」 という。）を設置することについて、必要な事項を定めることを

目的とする。 

 

（職務） 

第２条  推進員の職務は次の各号に掲げるものとする。 

(1) 市内に所在する文化財等（以下「文化財」という。）の状況把握のため

巡回調査を原則として２か月に１回実施するものとする。調査時において、

文化財及び文化財説明板等の損傷又は紛失を発見したときは、速やかに藤

沢市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に所定の用紙で報告する

ものとする。 

(2) 会議を年２回程度必要に応じて実施し、会議では所定の用紙で巡回調査

の結果を報告するものとする。 

(3) 文化財の保護・活用のため、必要に応じて活動を行うものとする。 

 

（要件） 

第３条  推進員は、次の各号に掲げる要件を充たす者とする。 

(1) 市内に住所を有する者であること 

(2) 文化財に関心があり、豊かな知識、経験を有する者であること。 

 

（定数） 

第４条 推進員の定数は１５名以内とする。 

 

（任期） 

第５条  推進員の任期は２年とし、再任を妨げない。また、推進員に欠員が生

じたときの補欠推進員の任期は前任者の残任期間とする。 

 

（委嘱） 

第６条  推進員は、第３条に定める要件を有する者のうちから、教育委員会が

委嘱する。 

 

 (謝礼) 

第７条 謝礼は予算の範囲内で年１回支払うものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成 ５年７月１日から施行する。 

この要綱は、平成１５年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成１８年６月１日から施行する。 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

                                                       以  上 

 


